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1 はじめに

IT 技術の進歩と共に，私たちはWebとの共存をし
ている．情報発信者側の提供する情報が主体であった
以前の体制 [3] から，ユーザ自らが情報を発信し貢献
していく時代，言わばWeb2.0 [1]の世界に突入してい
る．その結果，Web上には多種多様な情報が氾濫し，
その中からユーザの要求に適合した情報を探し出すこ
とが困難な状況にある．さらに，検索によって情報を
得るためには，得ようとする情報に関連したキーワー
ドを思考する必要があるため，ユーザが無知である内
容に関する情報のキーワードは発想することができず，
情報を探し出せないという問題点がある．
そこで「ユーザが自ら検索をすることなく情報を得

る」という切り口から，ユーザの知識に依存しない方
式で，Web上から情報を視覚的に提供する方式とし
て，タグクラウドを用いた注目情報提示方式を提案す
る．本提案方式によって，ユーザは自己の知識に依存
せず，膨大な情報の中から注目されている情報，ユー
ザに有益な情報を視覚的に得ることが可能となる．

2 関連方式

ユーザがWebから情報を取得する手法として，検
索エンジンでのキーワード検索や，Webサイトから提
示された情報からユーザの主観で取捨選択を行うなど
が挙げられる．また，閲覧先のWebページのリンク
や広告を辿る事で思い掛けぬ情報を得ることもある．
このように，従来方式では，ユーザは情報を得るため
に最低限のアクションを自ら起こす必要があった．し
かし，前述したようにユーザが無知である情報に関し
てはキーワードの発想ができないことから，能動的な
アクションのみでは，知り得ない情報が存在すること
がわかる．
ニュースサイトなど，時間に基づいた表示方式では，

重要度に関係なく新着情報が常に上位に表示されてし
まう．ランキング形式での情報提供方式では，人気情
報が常に上位に表示されるため，下位情報を得るには，
ページの下位部分までスクロールする，または，別
ページに飛ぶなどのアクションが必要であった．さら
に，その中から主観に基づいた情報の取捨選択をする
ため，本当に注目されている情報を見逃してしまうこ
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とが考えられる．そこで，ユーザの能動的なアクショ
ンを要せず，注目されている情報を提供することが必
要であると考えた．
情報の提供方式として，今回タグクラウドを用いる．

タグクラウドとは，タグの一覧を頻度に応じて表示す
る方法 [2] を言う．ここで，代表的なソーシャルブッ
クマークである “del.icio.us” ∗のタグクラウドを図 1に
示す．

図 1: del.icio.usのタグクラウド

3 提案方式

従来方式の問題点を解決するため，ユーザに能動的
なアクションをさせずに情報を視覚的情報として提示
する手法として，タグクラウドを用いる本方式を提案
する．

3.1 処理フロー

まず，指定した複数のニュースサイトのRSSフィー
ドを取得する．複数のRSSフィードを取得することで，
取得情報の分野の偏りをなくし，注目するべき情報を
明確に得ることができる．また，ユーザの知識にも依
存せず情報を集合知 [1] として取得することが可能と
なる．その情報に対し，正規表現による不要語除去，
形態素解析による品詞分類を施し，名詞のみを抽出す
る．抽出した名詞ごとの出現回数を抽出日時別にカウ
ントし，データベースに各要素を揃えて格納する．な
お，キーワードの重み付けは，日時別の出現回数に減
衰指数関数をかけることで実現している．各キーワー
ドの重みからフォントや色調に変化を付け，重みが規
定値を超えている情報をタグクラウドで表示する．そ
して，予め設定した更新間隔で RSSフィードを読み
込むことで，データベースとの比較により情報の差分
を取り出し，同様に正規表現からの処理を繰り返す．
また，本研究での指標は時系列に沿った出現回数と減
衰指数関数の積であり，より注目度の高いキーワード，
新鮮度の高いキーワード，初出現のキーワードに重く
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掛かるようになっている．本方式では表示行の間隔は
均一にする．この結果，フォントの大きさにより，キー
ワードが相互に重なり合うことが考えられるが，より
重みの高いキーワードを強調するため，キーワード同
士の重なりは，タグクラウドの重要な要素の 1つであ
ると考える．本提案方式の処理フローは以下の通りで
ある．

1. ニュース情報を取得する

2. 正規表現を用いて，取得した情報から不要な文
字列を除去する

3. 形態素解析を用いて，取得した情報を品詞分類
し，名詞のみを抽出する

4. 抽出した名詞の出現数を用いて，キーワードの
重みを算出する

5. キーワードの重みに従った情報の提供をタグク
ラウドによって行う

6. 過去に取得した情報との比較を行い差分を取り
出し，1からの処理を繰り返す

3.2 重み付け

ここで，上記の減衰指数関数を定義する．ある時間
tnにおけるキーワード kの出現回数を vtn,k，ある時間
tnにおける減衰指数関数を e−αtn，当日を 0とした日数
を n．ただし，0 ≤ n ≤ nmax．その結果，キーワード k
の重み wkは以下のように表される．

wk =

nmax∑
i=0

vtn,ke
−αi −

∑nmax

i=1 vtn,k

nmax− 1

4 実装と評価

4.1 実装

実装は，ニュースの取得にRSSフィード，形態素解
析にMeCab，DBにMySQLを利用した．開発言語は
PHPで行った．今回実装したタグクラウドを用いた情
報提供画面例を図 2に示す．

図 2:情報提供画面例

4.2 評価

ここで，従来方式と本提案方式を相対的に評価する．
新着情報が常に上位に更新されるニュース形式の表示
方式に対し，新着情報の全てが重要であるのかという
問題点が存在する．本提案方式では新着情報から過去
の情報までをデータベースに格納してあるため，両者
を比較した結果から，キーワードごとの数値化した重
みをフォントの大きさ，色調に対応させている．表示
キーワードのフォントの大きさにより，現時点での最
注目キーワードを，色調により，出現キーワードの新
鮮度を，双方の指標から視覚的情報として提示するこ
とが可能となり，この問題点を解決できていると考え
られる．
次に，ランキング形式など人気情報が常に上位に

表示される方式に対し，下位情報を得るには何らかの
ユーザのアクションを要するという問題点を検証する．
表示位置に関して，設定した間隔でのデータ取得毎に，
キーワードの重みに依存せず，キーワードをランダム
な位置で表示させている．この結果，同一画面にて注
目度の大小に捉われず，キーワードを知ることが実現
されている．よって，この問題点を解決できていると
考えられる．これらの評価から，注目情報を視覚的情
報としてユーザに提供することで，従来方式の問題点
が解決できていることがわかる．

5 まとめ

本稿ではタグクラウドを用いた注目情報提示方式を
提案した．検索によって情報を得るためには，得よう
とする情報に関連したキーワードを発想する必要があ
るため，ユーザが無知である内容に関して情報を探し
出せないという問題点が存在する．また，提示された
情報から取捨選択をする場合，新着情報が上位に更新
される表示方式では，新着情報を得やすくなる問題点，
ランキング形式による表示方式では，上位人気の情報
を得ることが多くなるなど各項目に対応する問題点が
存在した．ユーザが自ら検索することなく情報を得る
という切り口から，氾濫した情報の中から，注目され
ている情報，ユーザに有益な情報を，上記の問題点を
解決し，視覚的情報として的確に提供することを実現
した．今後は，取得する情報源の評価，より良い重み
付け関数の模索を行い，精度の高い表示を実現したい．
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